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 審   査   の   要   旨 
本研究をとおして、著者は長らく未解明であったヒアルロン酸製剤の分解について、酸処理の効果の
一端を解明した。また、作成した被験膜は犬の胸部術後癒着防止に有効で、かつ高い安全性と手術時の
高い操作性を有していることを明らかにした。さらに、術後の継続的な観察・再手術時における胸膜癒
着の有無について、負担の少ない非侵襲的検出方法を確立した。これらから、著者は小動物の外科手術
において、胸部術後癒着防止剤としての有用な素材の開発とその有用性の非侵襲的検出方法確立にとど
まらず、ヒアルロン酸製剤の臨床応用に対するこれまでにない利用方法を開拓できたと評価できる。
平成31年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
